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いたのは、電車で来られる会場の近さでした。主
催者としても都心での開催のメリットとして一番
に思っていたことがニーズと一致していたことを
確信しました。
　講習会は、重機の基本操作である掘削・走
行・整地・総合整地を午前、午後に亘って体験し
ていただきました。連日体温を超える猛暑の中、
参加者は真剣に取り組んでいました。豊島区か
らは凍った備蓄保存水
を提供いただき、本部か
らはテントに移動式エア
コン「ヒエスポ」を持ち込
み、熱中症対策に万全を
期し無事に講習を終える
ことができました。
　参加者からは「楽しかった！」という満足のお
声と共に「体験してみて、益 、々発災時での重機の
有用性を再認識した」「もっと重機に乗りたい！」
という声も多く、都会での災害に備えた重機資格
者の養成の意義と必要性、また修練機会の創出
という今後の課題も浮き彫りになりました。
　今回の開催の盛況と成功を受けて、第2弾の
講習会開催も決定しました。期日は10月24日か
ら26日の3日間。次回は女性限定が中日の25日
になります。
　今年度の実施は来年度以降、豊島区と共同
で継続して重機講習やトレーニングが実施でき
るのかの検証を兼ねた開催です。都会での大規
模災害に備えた取り組みとして今後も課題の洗
い出しや、それを乗り越えて安心・安全を実現す
るために「平時に楽しみ、有事に備え」て行きた
いと思います。
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・	石井食品株式会社（非常食）
・	株式会社AirX（ヘリコプター）
・	有限会社ビビッド（電源車)
・	POWERDRIVE R117（ボート・船・キャン
ピングカー） 
・	株式会社e-nature（キャンピングカー)
・	一般社団法人オフロードビークル協会（バ
ギー・モービル）
・	真言宗豊山派仏教青年会（寺院ネットワーク)
・	わらび野観光株式会社（バス)
・	株式会社カンバーランド・ジャパン
 （トレーラーハウス)
・	株式会社ラックス（エアードーム)
・	株式会社アクティオ（重機・建機)
・	株式会社アイエー（ソリ)
・	モトローラ・ソリューションズ
  （無線・トランシーバー）
・	株式会社Goo-light（映像・ドローン)   
・	中部観光株式会社（バス) 
・	株式会社RSS 高喜屋（ATVバギー） 
・	NEXCO東日本新潟支社
・	NEXCO東日本関東支社
・	NEXCO中日本
・	株式会社NEXCOエンジニアリング新潟
・	中野市   

・	小布施町
・	株式会社コケナワ（携帯トイレ）
・	株式会社C-SOS （簡易トイレ）
・	国際災害対策支援機構（ヘリコプター）
・	匠航空（ヘリコプター）
・	長野県社会福祉協議会
・	小布施町社会福祉協議会
・	辰野町社会福祉協議会
・	茅野市社会福祉協議会
・	長野県NPO センター
・	日本財団（活動補助）
・	DRT JAPAN（重機・技術系）
・	OPEN JAPAN（重機・技術系）
・	DEF災害エキスパートファーム（重機・技術系）
・	KEEN JAPAN（シューズ）
・	Patagonia（アパレル）
・	株式会社信越車体（車両整備）
・	ジリリタ株式会社（健康増進）
・	株式会社サンコーレンタル（重機・建機）
・	株式会社インス（アパレル）
・	須坂市
・	HDS K9（捜索救助犬)
・	日本特種ボディー株式会社（キャンピングカー）
・	長野県 
・	長野県危機管理課 
・	災害時支援ネットワーク
・	三葉機械リース株式会社（重機・建機）

災害協定・連携先（敬称略）

Vol.19

・	読売光と愛の事業団（活動補助）
・災害救援レスキューアシスト(家屋修繕・技術系）
・赤い羽根共同募金（活動補助） 
・デンソー はあとふる基金（活動補助） 
・ヤンマーホールディングス株式会社
  （重機・資機材） 
・ヤンマー建機株式会社（重機） 
・日本レスキュー協会（捜索救助犬） 
・佐賀災害支援プラットフォーム（コーディネート） 
・災害NGO結（コーディネート）
・山紀建設(ゼネラルアドバイザー)
・特定非営利活動法人湘南バリアフリーツアー
センター（悪路対策マット）
・長野県警察本部機動隊
・株式会社中村商会（資機材輸送）
・宗教法人遍照寺（活動補助）
・株式会社ホンダウォーク/ PLOW（資機材）
・KDDIエンジニアリング株式会社
・株式会社三和ボーリング（防災井戸）
・NTT 東日本長野支店（防災啓発）
・株式会社KOUSEI（資機材支援）
・コトヒラ工業株式会社(バイオトイレ)
・災害NGOラブ&アース(コーディネート)
・株式会社ライトボーイ(照明器具)
・豊島区
・信越空調株式会社
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本GAの存在感を再認識する一幕も。
　29・30日は一般、31日は女性限定での開催と
なり、旧朝日中学校卒業生という豊島区民はも
ちろん、都内や近隣の首都圏から「電車で」参
加者が集まりました。参加の動機は、「災害ボラ
ンティアに参加して、重機の必要性を感じた」と
いう方から、「保育園の環境整備に活かしたい」
という園長先生など保育士の方 、々「限界集落な
どの地方活性化に役立てたい」「自治会長として
地域にある重機を防災に使いたい」「小さい頃か
ら重機が好き」「高校時代の授業で乗ってみん
なより上手くできなかったので30数年ぶりのリベ
ンジ」「建設会社で施工管理をしているが1日で
資格が取れると知って」と“多志彩々”。共通して

　東京都豊島区、地下鉄西巣鴨駅出口から徒
歩０分という会場で8月29・30・31日の3日間に亘
り、豊島区との共催で重機講習会を開催しまし
た。当初1日20名の定員で募集をしたところすぐ
に満杯となり、急遽重機を１台追加手配して定
員を24名に増員しましたがキャンセル待ちとな
る応募状況の大人気開催となりました。当日、体
調不良などにより欠席者が出ましたが、3日間で
のべ67名の方に参加いただき、連日猛暑の中、
気温以上に熱い講習会となりました。
　豊島区は防災公園を運営するほど都内でも
取り分け防災や災害に対し意識の高い区です。
我々の取り組みを知った豊島区は、区の取り組
みとの親和性を感じ、共同での活動の打診をく
ださいました。その後、相乗効果の可能性の大き
さに協議が瞬く間に進展し、今年4月に防災に
関する協定を結ばせていただきました。共に区
民に対し防災や災害対応の意識を高めていこう
という活動の中で、今回の重機講習会開催の運
びとなりました。 
　今回の会場は旧豊島区立朝日中学校のグラ
ウンド。すぐ隣の区民ひろば朝日の施設や豊島
区の防災テントなどをお借りして会場を設営。林
映寿代表や本部スタッフが運営として入り、講
師陣はnuovo成田と川島のクルーが担当しまし
た。山本俊太GAにも前日の設営から最終日ま
で加わっていただきました。何が埋まっているか

わからないグラウンド。
前日に重機で試掘して
みると水道管が出て来
ました。破損した箇所
を山本GAがすぐに修
繕。我らが師匠「山紀さ
ん」が居てくれて良かっ
た！とスタッフ全員が山

nuovo広島チームが1000人規模の防災イベント開催

nuovoに修学旅行がやって来た！

　6月29日、広島市中区の東千田公園を
会場にnuovo広島を運営する広川グルー
プが親子で楽しむ防災イベントを開催。
1000名を超える参加者が重機の操作体験
や障害物競走ならぬ「防災タイムトライ
アル」に挑戦。災害時を想定して、足場の
悪い場所を安全に移動したり、けが人を
素早く運んだりするなど、判断力が問わ
れるゲームを楽しみました。「自分で動か
せて楽しかった」など好評を得て、この秋
にも開催の予定です。

　名古屋での事務業務の仕事を定年退職
後、再就職を目指して職業訓練校に重機
資格取得のために半年通いました。緑地
管理の会社に再就職しましたが、重機に
乗る機会に恵まれずにいたところ、ネッ
トで笑顔Pの「サブスク重機講習」を見つ
け参加を決意しました。実際に参加して
みると、初心者から段階を踏み、検定の
ハードルを超えるための工夫をサブス
ク会員の皆さんと共有しながらの講習は
楽しいもので、また励みにもなって現

在に至っています。
阪神大震災以降の
数々の大災害は自
分の想定を遥かに
超えて「ひとごと」
とは思えず、寄付
以外に何か貢献できることとして好きな
重機操作を通して少しでもお役に立ちた
いと思っています。関係者の皆様に感謝
するとともに、今後ともよろしくお願い
します。 

　未来の防災力を育てる若年層に向けた
防災体験教育は笑顔Pの重要なミッショ
ンの一つ。その夢として掲げてきた「修
学旅行の受け入れ」がとうとう実現しまし
た。7月16日・17日、神奈川県の桐光学園
中学校のサマースクールがnuovo小布施
に来訪。2日間で1年生360 人を受け入れ
ました！ 16日が男子、17日が女子。それぞ
れ大型バス4台で到着。5チームに分かれ
て重機、バギー、薪割り＆井戸、防火防災
講話、スラックラインをローテーションで体
験してもらいました。スタッフは、笑顔Pク
ルーとサブスク会員さんの有志、そして須
坂市消防。オンラインでのミーティングなど

を経て準備をし、見事な連携で大イベント
を無事終了しました。学校側からも高い評
価をいただき来年の継続も早々と決定。大
きな一歩となりました。

サブスク会員自己紹介 三谷  佳之さん

東京・豊島区で重機講習
３日間で６７名が参加
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1日	 第20回チェンソースキルアップ講習  4名受講　
	 nuovo成田第SP28回重機講習（国士館大学で開催） 6名受講(累

計2536名)
4日	 国士舘大学×笑顔P防災連携
5日　 DSAT（災害派遣社協チーム）研修参加 ❶　　
7日	 nuovo広島・安佐北区 第23回重機講習  2名受講(累計2538名)
	 nuovo川島 第82回重機講習  2名受講(累計2540名)
	 第131回重機講習	 5名受講	(累計2545名)
8日	 nuovo川島 第83回重機講習 3名受講(累計2548名) ❷
9日	 「ヒエスポ」導入
13日	 nuovo成田 第168回重機講習   1名受講(累計2549名)
	 nuovo広島・安佐北区 第4回ペーパードライバー重機講習 2名受講
14日	 nuovo一宮 第SP8回重機講習  3名受講(累計2552名)
	 第21回チェンソースキルアップ講習  4名受講
	 nuovo広島・安佐北区 第19回午前解体重機講習  3名受講
	 nuovo広島・安佐北区 第20回午後解体重機講習  4名受講
	 nuovo川島 第16回ペーパードライバー重機講習  1名受講
15日	 nuovo広島・安佐北区女性限定 第8回重機講習 1名受講(累計2553名)
	 第22回チェンソースキルアップ講習  3名受講
	 nuovo成田第73回午前解体重機講習  2名受講
	 nuovo成田第74回午後解体重機講習  1名受講
	 nuovo川島第30回午前解体重機講習  4名受講
17～19日 第SP1回 伐木等講習 11名受講
21日	 nuovo広島・安佐北区 第24回重機講習  2名受講(累計2555名)
	 nuovo成田 第170回重機講習  3名受講(累計2558名)
	 第132回重機講習	2名受講	(累計2560名)
	 第1回 災害に強い人材を育てる！農業×重機の実践プログラム

10名受講(累計2570名)
22日	ドワンゴ スキルアップ講習 ❸
27日 	nuovo川島 第84回重機講習  2名受講(累計2572名)
28日	nuovo川島 第85回重機講習  2名受講(累計2574名)
	 キッズアカデミー ❹
28・29日 nuovo成田 第13回不整地運搬重機講習
29日	nuovo広島 親子で楽しむ防災イベント ▶P.4 参照

日本笑顔プロジェクト
活動の記録

8月

 7月

国士舘大学防災・救急救助総合研
究所と地域防災力の向上を目指し、
４年制総合大学として全国で初めて
の小型車両系建設機械の特別教育
を実施しました。同大学とはこれまで
も災害関連での連携をしてきました
が、次世代の防災リーダーの育成を
共に加速していきます。

長野県社会福祉協議会などが主催す
る〈NPO連携編〉〜古民家をコミュニ
ティスペースへ〜に参加。災害NGO
結代表を講師に、サブスク会員10名
と本部スタッフ3名が塩尻市・木曽平
沢にある古い空き家を甦らせる作業
に汗を流しました。災害時の廃棄物処
理の難しさを学んだり、他団体との連
携協力の実際を体験しました。

信越空調株式会社と笑顔Pが連携協
働を始めました。移動式エアコン「ヒエ
スポ」をnuovoに防災展示しています。
今後は平時の防災講習や施設視察を
通じて製品PRや普及啓発活動を行い
ながら発災時の避難所や仮設拠点で
の熱中症予防対策として現地運用の
連携をしていきます。

（2025年6月―8月）

 2025 6月
北信ブロック社会福祉事業連
絡協議会の主催で中野市・飯
山市・山ノ内町・木島平村・栄
村・野沢温泉村の子どもたちが
nuovo小布施に体験にやって来
ました。重機操作はもちろん、ス
コップでの穴掘りや井戸からの
バケツリレーに続いて薪割りと
火おこし、ポップコーン作りに挑
戦。福祉の視点を取り入れなが
ら重機を使った災害支援につい
て学びました。「もしもの時に自
分にできる事」を考えながら、防
災意識と共に「助け合う」福祉
の基本を学びました。

IIZUNA International Junior CUP 2025 に出展 福祉×防災の学びの時間

❶ ❷

❸

❹

❾

1日　	加福登 入社❽
2日 	 nuovo成田 第177回重機講習  2名受講(累計2595名)
　　	 nuovo体験  2名参加❾
3日 	 nuovo広島・安佐北区 第27回重機講習  5名受講(累計2600名)
	 nuovo川島 第18回ペーパードライバー重機講習  2名受講
7日	 北信ブロック社協福祉事業連絡協議会開催 福祉×防災体験教室❿
15日 	nuovo成田 第179回重機講習  1名受講(累計2601名)
16日	 nuovo広島・安佐北区 第23回午前解体重機講習  2名受講
　　	 nuovo広島・安佐北区 第24回午後解体重機講習  1名受講
	 nuovo成田 第53回ペーパードライバー重機講習  1名受講
	 第25回 (実技8月16日)チェンソースキルアップ講習  4名受講
17日	 nuovo広島・安佐北区女性限定 第10回重機講習 1名受講(累計2602名)
	 nuovo成田第77回午前解体重機講習  3名受講
	 第26回チェンソースキルアップ講習  2名受講
22日 	nuovo成田 第180回重機講習  1名受講(累計2603名)
	 nuovo川島 第94回重機講習  1名受講(累計2604名)
	 白山市スキルアップ講習 ⓫
23日 	nuovo川島 第95回重機講習  2名受講(累計2606名)
	 第135回重機講習	5名受講	(累計2611名)
	 キッズアカデミー
24日 	nuovo川島 第96回重機講習  1名受講(累計2612名)
	 第28回チェンソースキルアップ講習  2名受講
29日 	第SP7回豊島区重機講習  22名受講(累計2634名) ▶P.1参照
30日 	第SP8回豊島区重機講習  24名受講(累計2658名)
31日 	nuovo広島・安佐北区 第28回重機講習  3名受講(累計2661名)
	 第SP9回豊島区重機講習 女性限定  21名受講(累計2682名)

4日	 nuovo成田 第172回重機講習  2名受講(累計2576名)
5日 	 第133回重機講習	5名受講	(累計2581名)
6日	 nuovo広島・安佐北区 第25回重機講習  1名受講(累計2582名)
	 第35回午前 解体重機講習  12名受講
	 第36回午後 解体重機講習  3名
8日	 nuovo成田第SP29回午前解体重機講習  4名受講
11日	 nuovo成田第173回重機講習  1名受講(累計2583名)
12日 	nuovo一宮第SP9回重機講習  2名受講(累計2585名)
	 株式会社スギヨ様より感謝状を拝受❺
13日	 nuovo広島・安佐北区 第21回午前解体重機講習  4名受講
	 nuovo広島・安佐北区 第22回午後解体重機講習  2名受講
	 nuovo川島 第32回午前解体重機講習  4名受講
	 nuovo一宮第SP14回午前解体重機講習  4名受講
	 第23回チェンソースキルアップ講習  1名受講

16・17日 桐光学園「サマースクール」体験会❻ ▶P.4 参照 　
19日 	nuovo川島 第87回重機講習  2名受講(累計2587名)
19～21日 第17回 伐木等講習  14名受講  3名受講
20日 	nuovo広島・安佐北区 第26回重機講習  2名受講(累計2589名)
	 nuovo川島 第88回重機講習  2名受講(累計2591名)
　　	 nuovo前橋吉岡 第8回ATV講習  3名受講
23日	キッズアカデミー
26日	nuovo川島 第90回重機講習  1名受講(累計2592名)
	 nuovo成田 第52回ペーパードライバー重機講習  2名受講
27日 	nuovo川島 第91回重機講習  1名受講(累計2593名)
	 nuovo成田 第75回午前 解体重機講習  1名受講
31日	 IIZUNA international junior CAP 2025出展❼
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国士舘大学×日本笑顔プロジェクト 防災連携！

移動式エアコン「ヒエスポ」を防災拠点に設置

サッカーを楽しむ子どもたちに防
災意識を高めてもらおうというイ
ベントが長野市のサッカースタジ
アムで開催され出展。重機やバ
ギーの展示の他に防災食「石井
食品の“常温保存”出来るミート
ボール」の試食販売も行いました。
ミートボールを口にした子どもた
ちは「美味しい！」「いつもと同じ
味だ！」と驚きと笑顔がいっぱい
に。保護者も防災食の新たな選択
肢に関心を寄せてくれました。防
災意識を伝えるとともに子どもた
ちの夏休みの思い出の1ページ
に加わることができました。
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DSAT（災害派遣社協チーム）研修に参加
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※記事中、「日本笑顔プロジェクト」を「笑顔P」と略記しております。


